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分子モーターを用いた再構成可能スピンフィルタ 
 
 近年、電子の「磁石」としての性質を用いた情報処理手段としてスピントロニクスが注目

を集めている。有機分子は一般に磁性をもちにくく、スピン軌道相互作用も弱いために、ス

ピントロニクスの材料としてはスピン伝搬に用いられることが多く、スピン偏極源としては

あまり用いられて来なかった。しかし最近、カイラルな分子構造を用いると、その中を通過

した電子のスピンが偏極して出てくるという Chiral-Induced Spin Selectivity (CISS)効果が知ら

れるようになってきたため、分子のスピン偏極源としての性質が改めて見直されつつある。

今回はカイラルな構造が動的に制御出来る分子モーターを用いて、CISS 効果による再構成可

能スピンフィルタを作製したので[1]、その原理とデバイス動作について報告する。 

 実験に用いた分子モーターは図１に示すように、光照射あるいは熱処理によってその構造

異性をスイッチさせることができる。回転の方向はメチル基のカイラリティによって決まっ

ており、３６０度の回転をするためには光照射と熱処理を交互に２回ずつ行う必要がある。

それぞれの処理に於いて、分子のカイラリティは P（プラスねじ）から M（マイナスねじ）

の両者を往来するため、これに応じたスピン選択性の反転が期待できる。今回はニッケルを

用いた磁性電極と非磁性電極との間に分

子モーターを挟み込むことによって磁気

抵抗素子を作製した。その結果、実際に

光照射や加熱によって磁気抵抗の符号が

反転することが確認できた。これは光な

どの外部刺激によってスピン偏極の反転

が出来たことを意味する。同様の動作は、

伝導 AFM によっても確認された。当日

は量子化学計算によるメカニズム考察も

行う予定である。 
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図 1  光照射および熱による分子モーター

の回転と、それに伴うスピン選択性の反転。


